


般
会
計
補

正
予
算
な
ど

お
議
案
を
可
決
・
承
認

．．．．．．． 

平
成
元
年
第

2
回
朝
日
町
議
会
定
例
会
は
、

6
月

2
白

か

ら

9
日

ま

で

の

8
日
間
関
か
れ
、

一
般

会

計

補
正
予
算
な
ど
お
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原

案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
ア

B
C行
わ
れ
た
代
表
質
問
・

一
般
質
問
で
は
、
ア
人

の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に
わ
疋
り
お
件
の
質
問
が
あ

り
ま
し
た
。

日

程

と

概

要

平
成
元
年
第
2
回
朝
日
町
議
会

定
例
会
は
、

6
月
2
日
か
ら

9
日

ま
で
の

8
日
間
開
会
さ
れ
、
開
会

日
の

2
日
に
は
、
永
年
勤
続
議
員

の
表
彰
が
行
わ
れ
た
後
、
提
案
さ

れ
た

M
議
案
の
提
案
理
由
説
明
や

細
部
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

翌
3
日
に
上
程
案
件
に
対
す
る

質
疑
が
行
わ
れ
、

7
日
に
代
表
質

問
と
一
般
質
問
が
行
わ
れ
た
後
、

請
願

・
陳
情
と
と
も
に
所
管
の
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

い
て
」
は
、
諸
般
の
状
況
を
勘
案

し
、
継
続
審
査
に
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

環
境
厚
生
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
査
の
過
程
で
次
の

張
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

1

保
育
所
の
統
合
は
、
単
に
児

童
の
減
少
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
彩
響
と
将
米
ビ
ジ
ョ
ン
を
考

慮
し
、
行
政
全
般
に
わ
た
る
総
ム
円

的
な
見
地
か
ら
検
討
さ
れ
た
い
。

2

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
周
辺
で

の
ゲ

l
ト
ポ

l
ル
場
増
設
を
早
期

に
実
現
さ
れ
た
い
。

3

泊
病
院
に
つ
い
て
は
、
外
来

患
者
の
増
加
に
伴
っ
て
医
業
収
益

の
伸
び
が
み
ら
れ
、
経
営
健
全
化

へ
の
努
力
の
あ
と
が
見
受
け
ら
れ

る
。
今
後
と
も

一
層
、
経
営
健
全

化
に
向
け
、

医
療
の
充
実
と
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ら
れ
た
い
。

産
業
建
設
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
審
抵
の
過
程
で
次
の

要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
崎
地
内
の
耕
作
放
棄
回
は
、

付
託
さ
れ
た
案
件
は
、

8
日
の

常
任
委
員
会
で
蒋
査
さ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
の

9
日
に
は
、
各
委
員

長
か
ら
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
、

報
告
に
対
す
る
質
疑

・
討
論
を
経

て
採
決
さ
れ
た
結
果
、
上
程
さ
れ

た
M

抗
議
案
は
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
可
決

・
本
認
さ
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
議
員
提
出
議
案
が
追

加
上
程
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
前
願
2
件
、
陳
悩
2
件

の
審
査
結
果
は
、
採
択
2
件
、
継

続
審
査
2
件
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
教
育
委
員
会

付
託
さ
れ
て
い
る
全
案
件
は
、

そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と
お
り
可
決

・

承
認
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

な
お
、
議
案
書
査
の
過
程
で
、
次

の
要
望
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

物
品
等
の
購
入
に
あ
た

っ
て

雑
木

・
雑
草
等
が
生
い
茂
り
病
害

虫
の
発
生
源
に
も
な
っ
て
い
る
。

同
地
区
は
、
観
光
地
で
も
あ
り
、

土
地
所
有
者
を
指
導
す
る
な
ど
、

環
境
整
備
に
努
め
ら
れ
た
い
。

2

境
海
岸
浸
食
対
策
事
業
に
よ

る
離
岸
堤
の
建
設
は
、
工
事
後
の

海
岸
へ
の
影
響
等
を
十
分
検
討
し

た
う
え
で
工
事
に
着
手
す
る
よ
ヲ
、

関
係
方
面
に
要
望
さ
れ
た
い
。

3

境
海
岸
以
食
対
策
事
業
等
国
・

mm早
業
の
工
不
発
注
に
際
し
て
は
、

は
、
町
内
業
者
の
育
成
を
考
慮
し
、

適
正
価
格
で
の
購
入
に
留
意
す
る

と
と
も
に
納
期
等
に
つ
い
て
指
導

と
徹
底
を
図
ら
れ
た
い
。

2

町
内
企
業
の
活
性
化
と
人
口

対
策
の
た
め
、
リ
ゾ
ー
ト
関
連
企

業
の
育
成
制
度
の
創
設
や
蛭
谷
和

紙
等
の
振
興
策
を
検
討
さ
れ
た
い
。

町
内
の
業
者
を
選
定
さ
れ
る
よ
う

関
係
方
面
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

な
お
、
請
願
の
「
平
成
元
年
度

産
米
の
政
府
買
入
価
格
並
び
に
米

穀
政
策
確
立
に
つ
い
て
」
は
、
願

意
妥
当
と
認
め
、
採
択
に
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
陳
情
の

「
消
雪
装
置
の

設
置
に
つ
い
て
」
は
、
諸
般
の
状

況
を
勘
案
し
、
継
続
審
査
に
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

6
月

議
会
で
は
、

7
人
の
議
員
か
ら
町
政
全
般
に

わ
た
り
、

m件
の
代
表
・

一
般

質

問

が

あ

り
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
の
概

要

を
紹

介

し
ま
す
。

小
学
校
の
統
合

質

問

統

合

推

進

委

員

会
の
報
告
は

通
学
区
域
の
設
定
な
ど
を
検
討

し
て
き
た
小
学
校
統
合
推
進
委
員

会
の
報
告
が

3
月
末
ま
で
に
出
さ

れ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
そ

の
計
画
案
と
実
施
時
期
を
明
示
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
議
会
と
し
て

も
、
そ
の
報
告
を
受
け
て
、
特
別

委
員
会
を
設
け
て
審
議
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

~ 

弁

2
案
を
検
討
中

昨
年
の

4
月
、
教
育
委
員
会
に

設
置
し
た
推
進
委
員
会
で
調
査
検

討
し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
本
年

3
月
末
日
、
学
校
区
を
分
割
し
た

案
と
し
な
い
案
の
調
査
報
告
占
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の

2
案
に
つ
い
て
、
教
育
的
、
財
政

的
効
果
等
を
検
討
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

統
合
に
当
っ
て
は
、
通
学
や
跡

地
利
用
な
ど
困
難
で
重
要
な
課
題

が
あ
り
、
議
会
と
緊
密
な
連
絡
を

3

土
曜
閉
庁
の
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
役
場
の
窓
口
対
応
に
つ
い

て
、
住
民
へ
の
適
切
な
配
意
と
周

知
徹
底
を
図
っ
た
う
え
で
実
施
さ

れ
た
い
。

4

獅
子
舞
な
ど
、
近
年
ま
す
ま

す
伝
，

mが
雌
し
く
な

っ
て

い
る

伝
統
芸
能
の
継
志
保
存
活
動
へ
の

助
成
制
度
を
検
討
さ
れ
た
い
。

5

言
語
障
害
児
童
の
将
来
の
自

立
と
、
現
状
の
父
兄
負
担
の
軽
減

を
図
る
た
め
、
治
療
教
室
の
開
設

に
向
け
、
調
査
研
究
に
努
め
ら
れ

た
しな

お
、
陳
情
の

「言
語
治
療
教

室
の
開
設
に
つ
い
て
」
は
、
願
意

妥
当
と
認
め
、
採
択
に
す
べ
き
も

の
と
決
し
ま
し
た
。

ま
た
、
請
願
の

「
消
費
税
廃
止

及
び
消
費
税
実
施
に
と
も
な
う
公

共
料
金
等
引
き
上
げ
反
対
に
つ

取
り
な
が
ら
、
計
画
や
時
期
を
決

定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し

て
協
議
し
て
い
た
だ
く
の
も

一
つ

の
手
段
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

り
ソ
ー
ト
構
想

幻
世
紀
を
目
指
す

町
の
構
想
は

川
県
で
は
国
体
の
開
催
を
は
じ
め

靖
々
と
計
画
を
進
め
て
お
り
、
町

も
そ
の
準
備
や
文
教
ゾ

l
ン
務
備

計
画
を
進
め
て
お
ら
れ
る
と
思
い

ま
す
。
具
体
的
に
幻
世
紀
を
目

指
す
町
の
リ
ゾ
ー
ト
構
想
を
お
聞

か
せ
い
た
だ
き
た
い
。

質
問

答
弁

M
M
M
M明
判
官
研

現
在
、
議
会
に
提
案
で
き
る
構

想
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
多
目

的
体
育
館
や
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
集
中
さ
せ
た
文

教
ゾ
ー
ン
構
想
、
越
中
境
パ
ー
キ

ン
グ
と
海
浜
を

一
体
的
に
整
備
し

て
相
互
の
利
用
が
可
能
と
な
る
ハ

イ
ウ
ェ
イ
オ
ア
シ
ス
構
想
を
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
来
年
完
成
予

定
の
初
円
小
川
ダ
ム
の
周
辺
整
備

も
川
町
と
協
議
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
こ
れ
ら
は
、
さ
ら
に
調
査
研

究
し
た
上
で
構
怨
を
ま
と
め
、
提

案
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

－
議
会
だ
よ
り

＠

iだより｜

採
決
結
果

可
決
さ
れ
た
も
の

平
成
元
年
度
補
正
予
算

O
朝
日
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
l
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
節
1
号）

O
朝
臼
町
老
人
保
蝕
医
療
卒
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
宮
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
l
号）

条

例

。
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
使

用
料
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
使

用
料
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
緑
地
等
利
用
施
設
使
用

料
条
例
一
部
改
正
の
件

O
朝
日
町
営
住
宅
設
置
条
例
一
部

改
正
の
件

O
朝
日
町
消
防
団
条
例

一
部
改
正

の
件

そ

の

他

O
町
政
パ
ス
購
入
契
約
締
結
に
関

す
る
件議

員
提
出
誠
実

O
平
成
一
応
年
度
産
米
の
政
府
買
入

価
格
並
び
に
米
殺
政
策
確
立
に
関

す
る
意
見
書

承
認
さ
れ
た
も
の

昭
和
日
年
度
補
正
予
算

O
朝

日
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（第
6
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

O
朝
日
町
老
人
保
健
医
療
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

O
朝

H
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
笹
川
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
常
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
境
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予
算

－
平
成
元
年
8
月
号
＠



国

保

税

軍
司

凶
庫
負
担
率
を

重
自
作
元
に
一
炭
す
働
き
を

国
保
税
の
課
税
限
度
舗
の
引
き

上
げ
に
加
え
、
所
得
割
・
均
等
割
・

平
等
割
の
税
率
を
引
き
上
げ
る
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
れ
よ
り
も

国
庫
負
担
率
を
元
に
一
戻
す
働
き
か

け
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
徴
収

方
法
を
「
本
文
方
式
」
に
切
り
換

え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

財
政
状
況
は

非
常
に
厳
し
い

同
保
卒
業
の
運
営
は
、
高
齢
者

や
低
所
得
者
の
加
入
割
合
が
高
く
、

医
療
費
が
県
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
税
負
純
は
県

平
均
以
下
と
な
っ
て
お
り
、
非
常

に
厳
し
い
状
況
で
す
。
特
に
、
今

年
度
は
、
医
療
費
の
増
加
と
老
人

保
健
拠
出
金
が
大
幅
に
伸
び
る
た

め
、
一
般
会
計
か
ら
4
千
万
同
を

繰
り
入
れ
ま
し
た
が
、
い
わ
ゆ
る

税
率
の
引
き
上
げ
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
現
状
で
す
。

な
お
、
税
の
算
定
方
法
に
つ
い

て
は
、
地
方
税
法
で
「
た
だ
し
書

き
方
式
」
が
原
則
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
方
法
は
、
所
得
が
広
く

は
梶
で
き
、
負
担
一
が

一
部
の
者
に

偏
る
こ
と
が
な
い
た
め
、
相
互
扶

答
弁

答
弁

顎

認

可

闘

を

れ
世
紀
富
山
県
海
ビ
ジ
ョ
ン
構

想
は
、
①
海
洋
生
物
資
源
の
開
発

利
用
、
②
海
洋
性
資
源
子
不
ル
ギ

ー
の
開
発
利
用
、
③
沿
岸
域
の
総

合
開
発
利
用
を
柱
と
し
た
構
想
を

策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
県

及
び
7
市
2
町
で
協
議
会
を
設
け

て
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

町
と
し
て
は
、
海
岸
保
全
や
水

産
業
の
振
興
、
境

・
宮
崎
海
岸
周

辺
挫
備
等
新
総
合
計
画
に
基
づ
く

要
望
を
踏
ま
え
て
、
参
画
し
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。議員

生

我が町に

4旨h
Zま固

助
の
精
神
か
ら
い
っ
て
も
、
適
し

た
課
税
庁
法
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

市
街
地
の
生
活
環
境

竜
男

下
・
排
水
路
の

豊
田
戸
水
量
一確
保
を

市
街
地
で
は
、
水
洗
ト
イ
レ
が

設
置
で
き
な
い
。
ま
た
、
そ
の
汚

水
に
よ
っ
て
悪
臭
が
ひ
ど
い
と
い

う
声
が
あ
り
ま
す
。
下
水
道
事
業

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
せ
め
て
下
・排

水
路
の
水
量
を
確
保
し
た
り
、
保

健
所
に
監
督
強
化
を
要
請
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

、
。
・カ答

弁

監
持
強
化
を
要
請

河
川
お
よ
び
農
業
用
水
路
に
、

そ
れ
ぞ
れ
管
理
者
が
お
ら
れ
、
下

水
路
の
通
年
通
水
に
は
い
ろ
い
ろ

難
し
い
問
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
我
が
町
の
浄
化
槽
設
置

数
は
約
l
、
8
0
0
基
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
全
ば
っ
き
方
式
の
も
の
に

つ
い
て
は
、
汚
水
等
に
多
少
問
題

が
あ
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。
浄
化

槽
は
、
処
理
対
象
人
員
に
よ
っ
て

保
守
点
検
の
回
数
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
と
も
、
保
健
所
に

底
脊
を
強
化
す
る
よ
う
強
〈
要
請

し
て
ま
い
り
ま
す
。

農
村
活
性
化
調
査

寄蓮
司

積
極
的
な
農
村

重
臣

像
の
策
定
を

農
村
が
脱
皮
す
べ
き
時
を
迎
え

て
い
る
今
、
今
年
取
り
組
ま
れ
る

国
土
庁
の
農
村
活
性
化
調
査
委
託

事
業
に
併
せ
て
、
町
と
し
て
も
積

極
的
な
農
村
像
を
策
定
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

メ
リ
ッ
ト
は

大
き
い

こ
の
卒
業
は
、
農
村
整
備
に
閲

す
る
捌
査
、
計
阿
、
手
法
等
の
総

A
口
的
な
抹
術
開
発
を
行
い
、
農
村

笠宮E

弁

災
害
対
策

危
険
筒
所
と

住
宅
の
数

当
町
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危
険

区
域
や
が
け
地
近
接
危
険
住
宅
等

が
多
く
、
梅
雨
季
の
災
害
発
生
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
危
険
筒
所
と
住

宅
の
数
及
び
河
川
改
修
な
ど
災
害

対
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

質
問

答
弁

災
害
防
止
に
努
力

当
町
に
は
、
急
傾
斜
地
崩
壊
危

険
筒
所
が
お
、
地
す
べ
り
危
険
箇

所
が
勾
、
土
石
流
発
生
危
険
渓
流

が
ぬ
あ
り
、
が
け
地
近
接
危
険
性

毛
は

3
4
9
戸
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
危
険
箇
所
は
、
え
ん
提
や

法
面
保
必
工
な
ど
の
地
設
盤
怖
を

行
っ
て
い
る
ほ
か
、
県
内
で
初
め

て

「
総
合
土
石
流
対
策
モ
デ
ル
事

業
」
の
指
定
を
受
け
、
笹
川
な
ど

3
河
川
に
土
石
流
監
視
施
設
も
整

備
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
施
設

整
備
を
行
う
ほ
か
、
巡
視
等
を
行

い
災
害
防
止
に
努
め
ま
す
。

川
’
年
国
体
と
備
側
一

売
戸
町
立

司
4
』
円

d

lJ

’’h
N
U
H
U
F

・’l智・・

ど
の
種
目
を

各
市
町
村
は
、
第
日
回
同
体
の

質
問

地
域
の
活
性
化
と
多
極
分
散
型
岡

土
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
全
国
で

1
地
区
、
当
町

で
実
施
さ
れ
る
も
の
で
す
。

調
査
結
果
は
、
全
国
の
農
村
地

域
活
性
化
事
業
に
お
け
る
生
産
基

盤
と
生
活
環
境
の
一
体
的
繋
備
の

実
践
的
基
礎
資
料
と
な
る
も
の
で

す
。町

と
し
て
は
、
れ
世
紀
に
向
け

た
広
い
視
野
に
立
つ
て
の
モ
デ
ル

閥
発
調
査
で
あ
り
、
メ
リ

ッ
ト
は

大
き
い
と
考
え
て
こ
の
事
業
を
導

入
す
る
も
の
で
、
こ
れ
を
踏
ま
え

て
将
米
の
農
村
像
を
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

鹿三
熊震
安警
正高
氏主
初蕃
当で
選

7
月

5
H公
示
、

7
月
幻
自
投

票
と
な
っ
た
参
議
院
議
員
通
常
選

挙
の
選
挙
区
選
出
議
良
選
挙
で
、

当
町
の
鹿
熊
安
正
氏
（
位
歳
）
が

初
当
選
さ
れ
、
朝
日
町
で
は
中
川

寛
治
氏
（
昭
和
口
年
4
月
1
昭
和

初
年
8
月

・
衆
議
院
議
員
）
以
来

叫
年
ぶ
り
の
間
会
議
員
誕
生
と
な

η
J幸
A
F
1レト～
。

な
お
、
朝
日
町
の
投
県
単
は
、

県
内
市
町
で
一
番
高
い

9
0
・
4
0

%
と
な
り
、
県
全
体
の

7
2
・6
2

%
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

雄
目
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
我
が
町
は
ど
の
種
目
を
考
え

て
い
ね
ら
れ
る
の
か
。

ま
た
、
平
成

6
年
に
富
山
県
で

開
催
さ
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合

体
育
大
会
に
は
、
ど
ん
な
種
目
を

考
え
て
お
ら
れ
る
の
か
。

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ン
の
策
定
と
併
せ
て

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ン
策
定
委

員
会
か
ら

3
月
に
答
・
取
を
受
け
、

現
在
そ
の
内
容
を
検
討
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

2
千
年
国
体
の
種

目
誘
致
は
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ

ン
の
策
定
と
併
せ
て
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全

岡
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
は
、

地
設
や
連
常
役
員
等
を
考
慮
し
な

が
ら
、
純
目
誘
致
に
取
り
組
み
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

忽！：：

弁海
ビ
ジ
ョ
ン
構
想

熱
意
あ
る

取
り
組
み
を

県
の
幻
世
紀
富
山
県
海
ビ
ジ
ョ

ン
構
想
の
策
定
に
参
画
す
る
に
あ

た
っ
て
は
、
作
海
抜
0
メ
ー
ト
ル

か
ら
。
と
い
う
タ
イ
ト
ル
を
付
け

て
い
る
当
町
と
し
て
は
、
熱
意
あ

る
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

質
問永年勤続議員表彰

朝
日
町
議

会
表
彰

6
月
2
日
に
開
会
さ

れ
た
議
会
定
例
会
で
、

篠
田
哲
夫

・
水
島
保
の

両
氏
が
、
町
議
会
議
員

と
し
て
同
年
の
長
き
に

わ
た
り
、
地
方
自
治
の

振
興
と
町
政
発
展
に
尽

力
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、

議
決
を
も
っ
て
朝
日
町

議
会
か
ら
点
彰
さ
れ
ま

し
た
。

'->-
、~

~， 
篠田哲夫氏保氏水島

富
山
県
町
村
議
会

議
長
会
表
彰

6
月
2
円
に
宮
山
県
市
町
村
会

館
で
開
催
さ
れ
た
富
山
県
町
村
議

会
議
長
会
臨
時
総
会
の
席
上
、

一周

谷
隆
二
氏
が
初
年
、
寺
崎
和
雄
、

河
村
清
光
、
田
中
伸
季
、
大
平
勝

－
議
会
だ
よ
り

＠

（第
4
号
）

O
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施

設
山
崎
診
療
所
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
2
号）

O
朝
日
町
簡
易
水
道
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
4
号）

O
朝
日
町
公
共
用
地
先
行
取
得
等

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
1

号）O
朝
日
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

O
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号）

条

例

O
朝
日
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
件

報
告
さ
れ
た
も
の

O
富
山
県
町
村
公
平
委
口
会
共
同

設
置
規
約
の
変
更
の
件

主

同

百

只

宙

木

直

同

－
－
＝
回
田
町

R
v
d
l

採
択
に
な
っ
た
も
の

O
平
成
元
年
度
産
米
の
政
府
買
入

価
格
並
ぴ
に
米
穀
政
策
確
立
に
つ

い
て

O
言
語
治
療
教
室
の
開
設
に

つ
い

て

． 
継
続
審
査
に
な
っ
た
も
の

O
消
費
税
廃
止
及
び
消
費
税
実
施

に
と
も
な
う
公
共
料
金
等
引
き
上

げ
反
対
に
つ
い
て

O
消
宮
装
訟
の
設
置
に
つ
い
て

雄
の
各
氏
が
凶
年
の
長
き
に
わ
た

り
、
町
議
会
議
員
と
し
て
地
方
自

治
の
振
興
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
に

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

日

年

勤

続

議

員

河村清光氏田中伸幸氏

． 
平
成
:re 
年
8 
月

る 太平勝縦氏



割 h
盲
学
校
弁
論
北
陸
大
会
で
1
位

同
月
に
全
呉

川

光

国
大
会
へ

JB

さ

ん

「
月
キ
ン
コ
ン
カ
｜
ン
コ
ー

ン
β
生
ま
れ
て
初

め
て
の
臨
床
実
習
を
知
ら
せ
る
鐘
が
嶋
り
ま
し

た
。
ー
」
と
始
ま
る
浜
川
さ
ん
の

「
中
固
か
ら

日
本
へ
」
と
題
す
る
発
表
が
、

6
月
初
日
に
行

わ
れ
た
全
国
盲
学
校
弁
論
大
会
北
陸
地
区
大
会

で
、
見
事
1
位
に
選
ば
れ
ま
し
た
。調j験強余念ゐ

ム民

間E

沢

昭

子
さ
ん

〈
初
歳
・
下
山
新
）

£み
必謹2よ

ん（ 7歳）

ん（ 5歳）

ん（ ｜歳）

長男

次男

日
本
人
の
母
親
と
・
中
国
人
の
父
親
と
の
問
に色、－

m

－

生
ま
れ
た
浜
川
さ
ん
が
育
っ
た
の
は
、
中
国
吉

q
’A
q

a

A

7

L

ゅ

ん

林
省
の
長
春
。
「
日
設
の
時
に
父
を
亡
く
し
ま

し
た
。
そ
の
後
、
将
来
を
故
郷
の
日
本
で
と
、

先
に
来
日
し
て
い
た
母
と

一
緒
に
暮
ら
す
た
め

に
」
日
本
へ

来
た
の
が
昭
和
田
年
、
お
歳
の
時
。

約
l
年
、
自
宅
で
日
本
語
を
母
親
ヒ
サ
さ
ん

に
習
っ
た
後
、
県
立
盲
学
校
へ
入
学
。
現
在
、

保
健
理
療
科
に
在
籍
し
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
に
な

る
た
め
の
勉
強
を
す
る
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

5
歳
の
時
に
目
を
悪
く
し
て
以
来
、
何
度
か

の
手
術
も
む
な
し
く
、
れ
歳
で
光
を
失
っ
た
浜

川
さ
ん
。
言
葉
の
障
壁
に
加
え
、
金
古
と
い
う

こ
重
の

ハ
ン
デ
を
背
負
い
な
が
ら
も
、
ひ
た
む

き
に
生
き
る
自
ら
の
体
験
と
夢
を
語
っ
た
発
表

が
、
聴
衆
の
胸
を
打
ち
ま
し
た
。

人

一
倍
の
苦
労
を
感
じ
さ
せ
な
い
物
静
か
な

姿
勢
。
「
一
日
も
早
く
、
苦
労
を
か
け
た
母
を
楽

に
し
て
あ
げ
た
い
」
。
明
日
へ
向
か
っ
て
浜
川
さ

ん
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
日
々
が
続
き
ま
す
。

大勤務先大信建設興業（株）

貧血液型 8型 ＊星座名~そり座

犬家族構成 父，母，姉夫婦，甥

マ
リ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦

今
年
の

9
月
で
、
今
の
職
場
に

入
っ
て
あ
ょ
う
ど

l
年
。
現
在
は

お
も
に
建
築
物
に
…
関
す
る
書
類
の

作
成
や
役
所
へ
の
届
出
が
彼
女
の

仕
事
で
す
。

「
外
部
の
方
々
と
接
す
る
機
会

が
多
い
の
で
、
応
対
の
仕
方
に
は

気
を
使
い
ま
す
。
気
配
り
と
笑
・
践

を
忘
れ
な
い
よ
う
心
が
け
て
い
ま

す
」
と
、
に
っ
こ
り
。

今
、
彼
女
が
興
味
を
持
っ
て
い

る
の
は
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ

と
ジ
ェ
ッ
ト
ス
キ
ー
。

「
ス
キ
ー

は
、
父
の
影
響
で
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
や
っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
ぜ

ひ
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
に
挑
戦
し
た

い
」
と
目
を
締
か
せ
ま
す
。

結
婚
に
つ
い
て
は
「
ま
だ
先
の

話
」
と
言
う
彼
女
、
「
ま
だ
ま
だ
や

り
た
い
こ
と
い
っ
ぱ
い
」
の
き
わ

や
か
さ
ん
で
す
c

あ
あ

たから

愛
し
き
三
人
の
息
子
た
ち
ょ

昭
和
日
年
、
待
望
の
男
子
が
誕
生
し
た
時
、

L
師

父
は
小
生
の
名
知
明
と
妻
志
乃
生
の
名
か

ら
、
明
生
（
あ
き
お
）
と
命
名
。

3
年
後
の
昭
和
的
年
、
次
男
誕
生
。
今
度
、

父
は
先
祖
の
明
哲
の
一
字
を
取
り
、
二
守
を
開

く
よ
う
な
男
に
な
れ
と
、
誓

（
せ
い

）
と
名
付

す
た
。

更
に
昭
和
臼
年
第
3
子
も
男
児
誕
生
。

ひ
そ

か
に
女
児
を
期
待
し
て
い
た
の
で
、
父
子一
期
を

ひ
ね
り
、
経
典
を
た
ず
ね
て
命
名
に
苦
労
し
た

が
、
一
夜
、
父
が
示
し
た
の
は
道
生

（み
ち
お
）。

つ
ま
り
、
仏
道
に
生
き
る
人
と
な
れ
か
し
と
の

こ
井
、明

生
と
軒
高
が
喧
嘩
し
て
、
新
調
し
た
ふ
す
ま

を
破
っ
た
ら
、

3
男
道
生
が
小
さ
い
指
で
、

一

生
懸
命
、
穴
を
広
げ
て
い
る
。

あ
あ
、
当
分
の
問
、
わ
が
家
は
、

畳
も
新
制
で
き
ま
せ
ん
な
ァ
。

3男

ふ
す
ま
も

「クロビシ
ビ、ーチ愛好会」

ビ
ー
チ
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

？
ロ
ピ
シ

笹
川
で
一
番
高
い
山
「
県
菱
岳
」

に
ち
な
ん
で
、
若
い
芸
会
の
ス
ポ
ー

ツ
好
き
な
仲
間
が
中
心
と
な

っ
て

結
成
し
た
の
が
、
私
た
ち
の
「
ク

ロ
ピ
シ
ビ
ー
チ
愛
好
会
」
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
が
笹
川
に
嫁
い
で
き

て
も
、
毎
日
が
家
庭
と
職
場
の
往

復
。
近
所
の
人
の
鋲
を
見
る
こ
と

も
な
く
、
話
を
す
る
機
会
も
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
の
練
習
を
通
じ
、
笹
川

の
風
俗
、
習
慣
を
知
り
、
仲
削
作

リ
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヒ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、
取

り
組
み
ゃ
す
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
が
、

や
れ
ば
や
る
ほ
ど
奥
の
深
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
会
も
、

各
地
区
の
ビ
ー
チ
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
と
の
交
流
会
を
計
画
す
る

な
ど
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
時
に

は
入
響
町
へ
も
胸
を
借
り
に
出
か

猛；さん（30歳・栄町）

坂東 側
蒸さん（23歳・新湊市出身）

－v結
婚
の
日

平
成
元
年

5
月
幻
日

－v交
際
期
間

約

1
年
半

－v出
会
い

二
人
が
初
め
て
出
会
っ
た
の
は

今
か
ら
4
年
ほ
ど
前
の

こ
と
。
猛

さ
ん
が
仕
事
の
関
係
で
、
富

山
市
内
の
電
機
関
係
の
問
屋

さ
ん
に
出
入
り
し
て
い
た
時
、

そ
こ
に
勤
め
て
い
た
読
さ
ん

に
会
っ
た
の
が
最
初
で
し
た
。

そ
の
二
人
が
遇
然
再
会
し

た
の
は

3
年
前
の
夏
、
テ
ニ

ス
の
県
大
会
で
。
お
互
い

朝
日
町
、
新
榛
市
の
代
表
と

し
て
出
場
し
た
時
で
し
た
。

そ
の
後
も
問
屋
へ
出
入
り

し
て
い
た
猛
さ
ん
、
意
を
決

し
て

「
お
茶
で
も

一
緒
に
」

と
、
紫
さ
ん
に
声
を
か
け
た
の

が
1
年
半
前
。
テ
ニ
ス
と
い

－
ふ
れ
愛
こ
う
さ
点

。

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

練
習
は
、
火

・
土
の
週
2
固
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
家
庭
の
主
婦

が
多
い
こ
と
か
ら
、

7
時
半
集
合

が
8
時
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
。

そ
れ
で
も
、
各
自
の
体
力
に
合
っ

た
無
理
め
な
い
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
と

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
作
り
に
心
が
け
て

い
ま
す
。

昨
年

7
月
、
笹
川
地
区
に
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
が
で
き
ま

し
た
が
、
寸
ク
ロ
ビ
シ
」は
そ
の
中

心
的
な
ク
ラ
ブ
と
し
て
、
初
心
者

の
指
導
な
ど
も
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一

緒
に
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

う
共
通
項
に
加
え
、
彼
の
や
さ
し

さ
に
好
意
を
抱
い
て
い
た
諜
き
ん
、

お
茶
の
誘
い
に
う
な
ず
い
て
、
交

際
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

・
結
婚
ま
で

交
際
が
始
ま
っ
て
か
ら
の
猛
さ

ん
は
、
デ
ー
ト
の
た
び
に
は
る
ば
る

新
湊
ま
で
「
高
速
を
と
ば
し
て
、
か

な
り
の
回
数
」
通
い
ま
し
た
。

そ

の
か
い
あ
っ
て
か
、
昨
年
の
暮
れ

軽
井
沢
へ
の
ド
ラ
イ
ブ
の
帰
り
、

プ
ロ
ポ
ー
ズ
に
成
功
。

－v近
況

現
在
、
両
親
と
家
業
の
電
機
店

を
営
ん
で
い
る
こ
人
、
今
で
も
過

に
2
回
は
テ
ニ
ス
を
。
「
一
緒
に

や
り
ま
せ
ん
か
」
と
、
仲
間
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

－
平
成
元
年
8
月

号

＠



大蔵宏子さん
（山崎羽入・ 16歳）

女このページをみん怠でつくるペー
ジ！こし定いと思います。イラストや
マンガ，ご憲見，皆さんに知らせた
いこと，怨んでもけっこうです。ど
しどレお寄せく定さい。
紙上置名は，その旨をはっきりS

いて，住所，氏名を明記して送って
ください。
また，広報係では，広報あさひの

表紙を飾るモデルさんを募集してい
ます。あなたのいろいろ怠記念に，
そのまEのあ怠たの顔を「あさひ」lこ残
しませんか。ご一報を。

4

司
水
島
哲
也
（
9

）

鞠日町ム町，，川／

水..，哲也甘

品与

問

長野ll
的 ~~m

医療の現場1'6

ま－？＞

81' L .1. 

Al. A (16) 

I－~ 

症石胆 ／ 大集合テニスをしたい人

車月日ロ一一 ンラユニニスク ラブ．で電 ~';;}:: 

8 月よ りを~ :ilBI 月医霞 目 、 歪註匹程自の

-7コぢ 6 : 0 o－ー 7 : 3 0 ま てア
高月日 田Tお盆舌苫令本軍寄倉官に てご チニ．ス

スクーノレをと厚司手崖し、アごしま τr。

メ
ン
バ
ー
穆
集

テニスを始めてみたい方、

上手になりたい方

男女年齢問わず大集合！！

気軽に遊びにきてください4。

83-0212 
83-0066 

江湖

寂束

連絡先

l但のうまたはJl旦管内に桔粁

がみとめられる病気を胆訂症

と需います。症状は多様で，

JI！！石症特有の激しい腹痛のあ

るものから，全〈無症状で＼

健康診断や人間ド ックで発見

されるものまであります。胆

才7症の三大症状としては，痔
おうたA

痛，賀直，発熱があげられま

すが，三つが揃って現われる

のは約3害ljで，なんとなく目

のあたりがすっきりしないと

いった症状しかない場合も多 1~雪 ？~＂＇＂丸

φ－s e ② ーー

③ － s 

9 

第8回朝日町囲審大会（主催朝日町関築同好会）

朝日町福祉センター

1,000円（昼食代含む）

0場所

・参加費

8月201:1（日）午前9時

当日受付け

・日時
0参加

尚一U与三；

佐渡茂樹さん

（清水町 ・23歳）

自
然
を
生
か
す

施
設
の
整
備
を

私
は
、
将
来
家
の
仕
恥
を
継
ご

う
と
、
名
古
屋
の
ヤ
マ
ハ
中
部
川
酬

で、

2
年
間
営
業
技
術
を
学
ん
で

き
ま
し
た
。

－
年
目
は
、
大
型
ク
ル
ー
ザ
ー

や
ヨ

ッ
ト
な
ど
の
修
理
を
学
ぶ
一

方
、
休
日
に
は
水
上
ス
キ
ー
の
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
や
ク
ル

l
ザ

i

レ
ー
ス
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る

な
ど
、
忙
し
い
円
々
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

2
年
目
に
入
る
と
、
ス

ク
ー
タ
ー
か
ら
ビ
ッ
グ
バ

イ
ク
ま

で
の
修
理
の
ほ
か
、
レ
ー
シ
ン
グ

チ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
の

一
員
と
し

て
、
レ
ー
ス
活
動
な
ど
も
体
験
し

ま
し
た
。

U
タ
ー
ン
し
て

3
ヵ
月
。
き
れ

い
な
去
と
海
、
お
い
し
い
魚
介
矧

や
お
米
、
生
活
す
る
う
え
で
朝
日

町
は
最
高
の
土
地
だ
と
思
い
ま
す
。

〔
応
募
方
法
〕

実
は
が
き
に
答
え
の
記
号
（
例
①

ー
＠
、

②

⑮
、③
ー

O
）、
住
所
、

広
報
ク
イ
ズ
＠

問

題

①

6
月
定
例
議
会
は
何
日
間
関
か

れ
た
か
？

③

5
日
間
、
⑮
7
日
間
、
。
8

日
瑚

②
代
表

・
一
般
質
問
で
は
何
人
の

議
員
が
質
問
し
た
か
？

＠

5
人
、
⑤

7
人
、

0
9人

③
我
が
町
に
、
が
け
地
近
接
危
険

住
宅
は
何
戸
あ
る
か
？

③

3
4
9
戸
、
⑮
4
3
9
戸、

。9
3
4
戸

（
2
P
1
5
p
の
議
会
だ
よ
り
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。）

－
み
ん
な
の
ペ
ー
ジ
＠

し
か
し
、
自
然
環
境
に
は
恵
ま

れ
て
い
る
も
の
の
、

そ
れ
を
十
分

楽
し
む
た
め
の
施
設
が
少
な
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
は
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
水
上
ス

キ
ー
や
ス
ノ

1
モ
ー
ビ
ル
、
バ
イ

ク
ツ
ー
リ
ン
グ
な
ど
の
ア
ウ
ト
ド

ア
ス
ポ
ー
ツ
に
縦
し
み
、
そ
の
楽

し
み
方
も
知
っ
て
い
る
つ
も
り
で

す
。
で
す
か
ら
、
こ
の
楽
し
み
を

町
の
人
に
伝
え
る
こ
と
な
ら
、
喜

ん
で
協
力
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

町
に
も
マ
リ
｜
ナ
や
ヨ
ッ
ト
ハ

｜
パ
！
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、

そ
れ
に
近
い
施
設
が
あ
れ
ば
、
何

か
が
変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
若
者
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
町
に
す
る
に
は
、
変
わ
る
の
を

待
つ
の
で
は
な
く
、
何
か
を
変
え

て
い
く
こ
と
こ
そ
、
大
切
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

氏
名
、
年
齢
を
記
入
し
て
送
っ
て

く
だ
さ
い
。
全
問
正
解
の
人
の
中

か
ら
抽
選
で

3
人
に
テ
レ
ホ

ン
カ

i
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

な
お
、
紙
上
匿
名
を
希
望
す
る

方
は
、
そ
の
旨
を
は
っ
き
り
と
書

い
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
他
、
今
月

の
特
集
等
に
つ
い
て
ご
意
見
や
広

報
係
へ
の
情
報
な
ど
を
書
き
添
え

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

－
R

あ
て
先

干
蜘

l
mw
朝
日
町

道
下

1
1
3
3
番
地
、
朝
日
町
役

場
内
秘
書
広
報
係
ま
で
。

－R

締
め
切
り
は
、
8
月
阿
国
で
す
。

食
前
固
め
当
選
は
、
ペ
ン
、不
｜
ム

「
凶
円
主
師
」
さ
ん

（
日
歳
）、ペ

ン
ネ
ー
ム
「
ば
り
い
く
ん
」
さ
ん

（
げ
歳
）
、
荒
川
康
さ
ん

（
？
歳
）

と
決
ま
り
ま
し
た
。

くあります。また，脂っこい

食卓や暴飲暴食，過労などが

激しい腹痛の引き金となりや

すいことも言われています。

胆石症の多くは，超音波検

査により診断がつきます。）jg

石が胆のう内にある場合と，

胆管内にある場合とがあり，

前者では，症状がなければ経

過を見ることができますが，

後者では，症状がなくても治

療が必要です。

近年，人間ドックや検診の

普及，超音波検査法の進歩な

どにより，高齢者の症状のな

い胆石症が発見きれる機会が

多くなってきています。同齢

省では，無症状で経過する例

が多い反面，一旦症状が出る

と急、激に悪化する場合も少な

くありません。症状が認めら

れた場合は，す ぐ専門医に柑

議することをおすすめします。

－
平
成
元
年
8
月
号

。



や
ま
び
ご
通
信

に
答
え
て

図
書
館
の
休
日
開
館

（泊

・
自
歳
）

私
は
読
許
が
好
き
な
の
で
す
が
、

仕
事
が
あ
る
の
で
、
平
日
の
開
館

時
間
内
に
は
図
書
館
へ
行
け
ま
せ

ん
。

H
曜
日
は
、
午
前
中
の
み
開

い
て
い
ま
す
が
、
日
曜
日
は
ゆ
っ

く
り
蹴
つ
て
の
ん
び
り
し
た
い
の

で
、
午
前
中
に
は
外
出
す
る
気
に

な
れ
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
臼
附
U
や
悦
川
市
川
円
こ

そ

一
一
日
間
航
し
て
お
い
て
散
し
い

の
で
す
。
ま
た
、
迎
に

一
度
ぐ
ら

い
時
間
を
延
長
し
て
、
普
段
利
用

で
き
な
い
人
た
ち
に
来
て
も
ら
う

な
ど
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
人
が

集
え
る
場
所
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・I
l
l
i－
－
お
答
え
し
ま
す

利
便
性
を
検
討

：
d

t

J

a

－－！

l
 

図
書
館
の
日
・祭
H
の
開
館
は
、

制
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
聞
や
人

μ配

出
の
課
題
も
あ
り
、
現
作
の
と
こ

ろ
肉
離
で
す
。

今
後
と
も
日

・
悦
祭
自
の
開
館

や
利
川
v
む
の
利
似
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
関
岱
代
以
山
し
の
予
約
制

度
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
（
問
書
利
用

に
つ

い
て
の
相
談

・
質
問

・
照
会

等
の
業
務
）
制
度
を
設
け
て
い
ま

す
。
岡
市
内
館
で
お
尋
ね
い
た
だ
き
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

図
書
館
の
位
置

（
宮
崎

・
灯
歳
）

図
書
館
が
三
階
に
あ
る
の
は
、

ど
う
考
え
て
も
不
都
合
で
す
。
高

齢
化
社
会
と
言
わ
れ
る
現
在
、
最

も
時
間
に
余
裕
の
あ
る
の
が
高
齢

者
の
は
ず
で
す
。
そ
の
人
た
ち
が

問
書
館
を
利
朗
し
よ
う
と
思
っ
て

も、

J

一
階
ま
で

k
る
の
は
、
大
変

な
こ
と
で
す
。

な
ん
と
か

一
附
で
、
だ
れ
で
も

す
ぐ
に
入
れ
て
、
ぃ
巾
持

f
の
人

も
利
用
で
き
る
地
設
に
し
て
い
た

だ
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

－l
il
－
－
お
苔
え
し
ま
す

一
階
で
の
利
用
を

図
書
館
が
三
附
に
あ
っ
て
不
便

だ
と
い
っ
点
に
つ
い
て
は
、
私
も

向
感
で
す
。
し
か
し
、
施
設
を
改

許
す
る
に
は
、
い
く
つ
も
の
汁
吋

が
必
裂
と
な
り
、
人
ー
の
と
こ
ろ
凶

縦
で
す
。
た
だ
、
将
来
的
に
は
、

一
階
の
凶
臨
館
に
し
た
い
も
の
と

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
巴

お
も
し
ろ
自
転
車
刊
台

直

売

所

も

営

業

開

始

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
自
転

車
広
場
に
お
も
し
ろ
自
転
車
問
台

が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。

－
人
乗
り
か
ら
4
人
来
リ
、
そ

し
て
手
動
用
自
転
中
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
タ
イ
プ
の
自
転
市
を
と
り
そ

ろ
え
ま
し
た
。
お
下
さ
ん
か
ら
お

｜町長のひとり竺 J

年
寄
り
ま
で
、
皆
さ
ん
の
お

好
み
に
応
じ
て
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
軽
食
や
消
涼
飲
料

水
、
バ
ー
ベ
キ
ュ

ー
の
材
料

な
ど
を
版
光
す
る
目
先
所
も

オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し
た
の

で
、
あ
わ
せ
て
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
お
子
さ
ん
向
け

の
遊
具
も
近
く
設
置
の

f
定
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
棚
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
は
、
ご
家
族
で
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
施
設
と
し
て
、
一

層
充
笑
し
、
よ
り
多
く
の
方
々
の

．利
用
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
お
知
ら
せ

棚
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド
及
び

町
大
会
成
綴
等

朝
日
町
小
学
校
連
合
運

動
会

（
5
月
白
日
、
町

民
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

V
1
0
0
U
走

0
5
年
男
子

1
位

小

川
怯
（

M
秒
9
、
五
箇

庄
小
、
新
記
録
）

高
速
道
の
騒
音

0
5
年
女
子
1
位

追

（泊

・
日
歳
）

分
麻
美
（
は
秒
8
、
五

高
速
道
路
の
開
通
は
、
ま
こ
と
。
筒
庄
小、

新
記
録
）

に
良
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
反
回
一

0
6
年
男
チ
l
位

広

田

直

人

騒
音
・
震
動
で
闘
っ
て
い
ま
す
。

一

（

は

秒

3
、
五
筒
庄
小）

騒
音
の
測
定
を
し
て
も
ら
う
と
、
↑
0
6
年
女
子
1
位

土
井
和
美

確
か
に
規
定
を
超
え
て
い
る
と
の
一

（
凶
秒

6
、
南
保
小
、
新
記
録

こ
と
で
し
た
。
公
団
と
は
、
開
辿
一

V
ハ
ー
ド
ル
定

後
に
騒
音
な
ど
で
被
引
が
あ
る
と
一

0
5
年
男
子
l
位
大
川
口
康
夫

き
は
、
山
来
る
限
り
持
処
す
る
と
一

（
日
秒
、
大
家
庄
小
）

約
点
し
て
あ
る
は
ず
で
す
が
、
何
↑

0
5
年
女

f
1似
山
一
分
麻
美

も
し
て
も
ら
え
ま
せ
ん
。
こ
の
こ

一

（
日
秒
l
、
五
向
山
小
）

と
を
八
ム
同
側
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
一
0
6
年
男
子
1
位

竹

内

文

舟

－I
l
l－
－
お
苔
え
し
ま
す

一

（
凶
秒
0
、
笹
川
小
、
新
記
録
）

一
0
6
年
女
子
l
位

土

井

和

美

防

音

板

を

設

置

一

（
叩
秒

3
、
南
保
小
、
新
記
録
）

高
速
道
の
騒
音
に
つ
い
て
は
、

一
V
4
0
0
幻
リ
レ
ー

再
三
再
四
、
公
団
に
善
処
方
を
強

一
1
位
五
筒
庄
小
（

1
分
1
秒
5
）

〈
要
請
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
一

2
位

泊

小

（
1
分
2
秒
5
）

果
、
本
格
工
事
の
予
算
化
に
努
め
一

3
位

山

崎

小

（

1
分
3
秒
4
）

る
と
と
も
に
、
似
工
が
に
て
、

防

一
V
走
り
高
跳
び

ぶ
H

般
を
説
明
れ
す
る
と
の

こ
と
で
あ

一
0
5
年
男
チ
1
位
大
井
健
一

り
ま
す
。

い
ま
し
ば
ら
く
の
ご
半
一
（

l
u
n、
大
家
庄
小
）

抱

を

お

願

い

し

ま

す

一

0

5

2

1

位

折

谷

春

佳

考
え
て
い
ま
す
。

一

な
お
、
図
出
の
代
し
山
し
交
け
一

付
け
は
、

一
階
の
福
祉
セ
ン
タ
ー
一

窓
円
で
よ
申
し
出
て
く
だ
さ
れ
ば
、
一

図
持
館
職
n
H
が

一
階
で
応
対
し
ま

b

す
。
ま
た
、
貸
し
出
し
図
詳
の
返

却
に
つ
い
て
は
、

一
階
で
返
却
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

』

F

家
飯
で
楽
し
く
ベ
タ
リ
ン
ク

お
も
し
ろ
自
転
車
可フ
ァ
ミ
リ
ー
号」

（と叉升ミ守すF政当j（
3
分
お
秒
9
、
大
家
庄
小
）

第
羽
田
町
民
卓
球
大
会

（
6
月
日

目
、
朝
日
中
学
校
体
育
館
）

V
団
体
戦

O
男
子
の
部

l
位
泊
三
区
、
2
位
大
家
庄

O
女
ノず
の
部

i
位
山
崎
、

2
位
五
箇
庄

V
佃
人
戦

O
男

子

の

部

こ

部
）

l
位

尉

波

宏

樹

（泊
三
区
）

2
位

鍋

山

俊

雄

（泊
三
区
）

O
女
千
の
部

（
一
部
）

－

位

上

不

勝

美

（山
崎
）

2
位

牧

野

昭

子

（山
崎
）

U
U
U
わ
い
い
刊
日
）
十
日
一県
大
会
等
成
績

3
日
間
は
、
お
盆
の
た
め
休
閑
と

郡
中
学
校
春
季
競
技
大
会

（
1
位

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
問
い
の
み
）

合
わ
せ
は
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ
ン
ド

V
団
体
の
部

（
包
制
”
8
4
0
8
）
、
ラ
イ
フ
ハ
ウ

O
男
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
、

ス
棚
山
荘
（
宮
ω
ヤ
8
5
2
1
）

へ

。

柔

道

－
ス
ポ
ー
ツ
と
お
し
ら
せ
⑪

（
I
U
M山
、
山
ト
）

0
6
年
男

f
l位
松

崎

郎

総

『

h

，，
t
oo
、九コ
l
l
J

戸

4J
’
ル
内
心
－
M
H
川
列

』

0
6
年
女
子
1
位

川

介

真

紀

（
iμ
初
、
南
保
小
）

V
走
り
幅
跳
び

0
5
年
男
チ
l
位
大
井
健
一

（
3μ
目
、
大
家
庄
小
）

0
5
年
女
チ
1
位

柳
下
絵
美

『
》
〉
〆

e
d句
、

内
内

l
l
J

F

：よ
7

、引
J

ぐ
」

0
6
年
男
千
l
位

加
藤
貴
博

（
4
灯
5
、
宮
崎
小
）

0
6
年
女
子
l
位

熊

谷

聡

美

（
3
H川
市
、
泊
小
）

V
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投

0
5
年
男
子
1
位

水

野

暁

（
刊
訂
mw
、
大
家
庄
小
）

0
5
年
女
下
l
位

肝

聞

か

さ

ね

（初
H
M
M
川
、
山
川
崎
小
）

0
6
年
男
子
l
位

ヰ

川
胤
附

（
幻
灯
6
、
南
保
小
）

0
6
年
女
子
1
位
。
山
越
志
保

（お

μ
郎
、
泊
小
）

V
6
0
o
u
走

0
5
年
女
子
1
位

追

分

麻

美

（
2
分
は
秒
9
、
五
箇
庄
小
）

V
8
0
o
u
走

0
5
年
男
チ
1
校

河

内
尚
喜

（
2
分
M
秒
3
、
五
箇
庄
小
）

0
6
年
女
チ
1
佐

土

井

和

美

（
2
分
出
秒
1
、
南
保
小
）

v
l
、
0
0
o
u
走

0
6
年
男

f
l位
計

ル

イ故

O
女
チ

バ

ス

ケ

ッ

ト
ボ
ー
ル、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

V
個
人
の
部

O
男
子

卓

球

山

田

学

剣

道

堀

地

達

郎

柔
道
出
J
級

本

町

雅

史

白
J
級

鍋

品

友

也

花

J
級

沢

田

大

岩

沌

J
起

勝

出

稲

トA

0
・k
p

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

嶋
田
恭
子

ダ
ブ
ル
ス

蓬
沢
千
秋

シ
ン
グ
ル
ス
水
島
洋
実

大

合

千

歳

L

軟
式
庭
球

E

久
保
田
明
美
，

第
山
田
富
山
実
業
団
陸
上
競
技
選

手
権
大
会

（
6
月
日
日
、
県
営
陸

上
競
技
場
）

0
5
0
0
o
u
 

日
分
M
秒
3

3
位

伊
藤
政
博

芥川賞作家，拍原兵三氏の

小説「長い道」と，藤子不二

雄A （安孫子紫雄）氏の長編

漫画 「少年時代」を原作とす

る映画 「少年時代」の搬彬が

当町で始ま りました。

戦時中，入普町．朝日町へ

それぞれ縁故疎開した両氏の

体験をもとにしたこの映画が

一日も早〈完成し，鑑賞でき

るBを楽しみにしています。

しかし，なぜ朝日町で撮影

が？ 答えは，当時の面影を

残す校舎の再現，つまり当町

にその持台となる校舎があっ

たから，ということて寸。

きて， 「少年時代」と聞け

ば，私は朝日町の道下（どう

げ），白分が生まれffった所を

連想しますが，魚体にも道下

（みちした）という地名があ

ります。これは昔，村田り役

が領地検分に来た際，道の下

にある集落とのことで，「みち

した」と名つ。けたということ

て寸。朝日町の道下は，それ

と区別するために 「どうげ」

となったと聞いた記憶があり

ます。

小，中学校の児童，生徒諸君

には，わが町の生いたちゃ歴

史，町名の由来など，「なぜJ

といった疑問が多くあると思

います。そうした聞いにきち

んと答え，伝えていくことこ

そ， 真にふるさとを大切にす

るということであり．不込たちの

務めであると思うのですが…。

－
平
成
元
年
8
月
号

⑪



~靭自 町社会福祉協議会は，

皆さんと共に地域の福祉向

上令目指す福祉団体です。

・場所

朝日町福祉センター内
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物
各
種
資
金
制
度
あ
り
ま
す
よ
ゐ

－
世
帯
更
生
資
金

世
帯
更
生
資
金
制
度
は
、
所
得

の
低
い
世
帯
や
身
体
障
害
者
の
お

ら
れ
る
世
帯
の
自
立
更
生
の
た
め

の
貸
付
金
制
度
で
す
。

こ
の
よ
う
な
世
帯
の
方
が
新
し

く
事
業
を
始
め
た
り、

住
毛
を
増

改
築
す
る
場
合
の
は
か
、
子
供
の

修
学
賞
な
ど
に
つ
い
て
も
、
低
利

で
貸
し
付
け
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
今
年
の

4
月

l
日
か
ら

貸
付
限
度
傾
も
引
き
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

く〉。

－
身
体
障
害
者
用

自
動
車
購
入
資
金

身
体
障
害
者
が
自
ら
運
転
す
る

自
動
車
ま
た
は
、
身
体
障
害
者
も

し
く
は
精
神
薄
弱
者
と
生
活
を
と

も
に
す
る
五
が
、
身
体
障
害
者
等

の
日
常
生
前
（
通
院
、
リ
ハ
ビ
リ
、

日
い
物
、
会
作
へ
の
参
加
な
ど
）

に
必
要
な
自
動
車
の
購
入
を
す
る

た
め
に
必
要
な
資
金
を
お
貸
し
し

ま
す
。

貸
付
条
件

自
動
車

2
0
0
0
∞
以
下

貸
付
額

2
0
0
万
同
以
内

利

子

年

1
・
5
%

（
た
だ
し、

所
得
に
制
限
い
か
あ
り

ま
す
。）

申
込
み

町
内
刊
当
の
民
生
委
員
ま
た
は
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
協
力
校
に

朝
日
中
学
校
な
ど

3
校
指
定

賛
助
会
員
加
入
状
況

た
だ
い
ま
募
集
し
て
い
る
間
社

協
の
賛
助
金
員
に
次
の
方
々
か
ら

加
入
申
し
込
み
が
み
り
ま
し
た
。

〈
敬
称
略
〉

大
家
庄
農
業
協
同
組
合
、
小
出

み
よ
の
、
藤
沢
彦
ew
T
、
篠
田
峰
次
、

松
原
義
昌
、
水
島
茂
、
小
林
昌
男

附
島
良
作
、
長
井
英
俊
、
山
口
力

造
、
掘
削
秀
悦
、
堀
田
安
信
、
堀

町
正
隆
、
水
品
信
雄
、
坂
東
由
松

水
野
忠
明
、
大
蔵
清
正
、
近
江
伊

蔵
、
岡
島
澄
、
石
黒
武
志
、
島
崎

清
和
、
佐
々
木
忠
義
、
坂
東
誠
一
、

小
林
敏
雄
、
松
下
克
彦
、
越
坂
円

治
、
椀
沢
捨
二
、
窪
野
英
雄
、
越

坂
邦
夫
、
坂
東
伊
三
雄
、
越
坂
治

作
、
岡
崎
昇
、
以
上
位
名
弘
口

（

7
月
刊
臼
現
在
）

V
申
し
込
み
は
、
町
内
担
当
民
生
委

員
ま
た
は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
。

あ
り
が
と
う

あ
た
た
か
い
志

＠

朝
日
町
善
意
銀
行

6
月
川
目
1
7
月
間
日

Q
合
山

・
鍛
治
は
な
さ
ん
よ
り
いし

犬
太
古
さ
ん
の
供
養
と
し
て
香

典
返
し
の

一
部1

0
0
0
0
0
円

Q
清
水
町

・
岡
田
弘
さ
ん
よ
り
亡

母
き
よ
さ
ん
の
供
養
と
し
て
香

1) Q 

高典
山返
県し
移の｜・

司 書示I ~，
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、組 01ピ
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県
祉
協
で
は
、
県
下
の
小

・
中

高
校
の
学
輩

・
生
徒
を
対
象
に
社

会
福
祉
へ
の
埋
解
と
関
心
を
高
め

社
会
奉
仕
、
社
会
連
帯
の
精
神
を

養
う
と
と
も
に
、
学
童

・
生
徒
を

通
じ
て
家
庭
及
び
地
域
社
会
の
啓

発
を
図
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
普
及
協
力
校
を
前
年
の
ロ
校

か
ら
位
校
に
増
や
し
指
定
し
ま
し

た
。

朝
日
中
学
校
で
は
、
今
年
度
か

ら
こ
の
指
定
を
受
け
て
、
学
校
行

事
と
し
て
社
会
福
祉
活
動
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
県
社
協
の
指
定
校
の
ほ
か
、

朝
日
町
社
協
で
も
今
年
度
か
ら
泊

小
学
校
と
笹
川
小
学
校
の

2
校
を

指
定
し
、
社
会
福
祉
活
動
の
瞥
発

推
進
を
図
っ
て
行
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

み
ん
な
ハ
ッ
ス
ル

M
H
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会

l

6
月
出
目
、
教
育
文
化
会
館
を

会
場
に
、
第
日
副
朝
日
町
福
祉
団

体
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

この日は、子供からお年寄

りまで、町内の福祉団体会員

約300人が参加。2人l組

でラクビlボlルをけっての
アベックキックからジャンケ

ン大会まで、HMm目にわたり

快い什を流しました。

'Ml童
求人減穣 年書令 賃 金 性'llJ

就業場所 採用 資絡経験
悉今 休 日 人数 免許 等

犬 裂 23才『 1lぬ.000～
男

車R 泊
大型免許運転 手 45才 200.000 白、

2 ダ ンプ 20才～ 190,0（泊～
努

草且荒川
大型免許

運 転 手 45才 230,000 目、

3 続5重見習 30才 110,000～ 
当時

草月．j白
2 

不問
以下 180.000 木、 13時から23玲まで

4 配透 30才～ 140,000-
男

靭.;a 
普通自動車免許逮 棋量員 50才 180.000 日、

5 内職固 リ 18:Y- 時給
不問

入．荒又 普通自動車免許
運転 手 55才 500～600円 日、他、 他 自主労待問I~担設にτ

6 一 鍛 18才～ 110.000～ 
女

靭．荒ill
高卒以上事務長 40才 130.000 目、 祝

7 仕込 み 18才～
時給 500円 女

朝．月山
2 9島幸から15時手伝 い 50：才 木

8 配 途員
35才～

時給 600円 女
朝．桜町 普通自動車免許

45才 日 就労時間は相談

9 況途運搬 25才ー 時給
女

靭．〉自 ノTー卜
繍助 35才 550～600円 白、 木 君主労時間lま相談

10 給食係員
50才 時給

女
入入総 パート

以下 600-630円 目、他 13時15分から20分

富
山
県
立
大
学

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

平
成
2
年

4
月
間
学
予
定
の
富

山
県
立
大
学
の
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク

（
学
章
）
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格

高
校
生
以
上
の
人

応
募
点
数

1
人
1
点

に
限
る
。

ホット求人情報平成元年8月分

応
募
作
品

用
紙
は
B

5
版
の
白

ケ
ン
ト
紙
ま
た
は
画
用
紙
に
限
る
。

色
は
何
色
で
も
よ
い
。

作
品
内
容

富
山
県
立
大
学
の
顔

と
し
て
、
県
民
が
親
し
め
る
明
る

く
新
鮮
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
と
と

も
に
、
校
旗
、
記
章
な
ど
に
も
利

用
で
き
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

募
集
締
切

平
成
元
年
8
月
訂
日

（
当
日
消
印
有
効
）

表
彰

最
優
秀
作
品

－
占
山

万
円

万
円

優
秀
作
品

各

数
占

な
お
、

応
募
及
び
問
い
合
わ
せ

は
、
富
山
県
立
大
学
創
設
準
備
室

（

8
0
7
6
4
1
訂
1
4
1
1
1

内
線

7
6
7
）へ。

高
岡
短
大
テ
レ
ビ
講
座
受
講
生

50 

講
座
名

。
／

」
放
送
日
時

平
成
元
年
日
月
7
日

i
ロ
月
2
日

毎

週

土

曜

日

午

前

7
時

i
7
時
初
分
（

9
回
放
送
）

募
集
人
数

1
0

0
人

応
募
条
件

特
に
な
し
。
た
だ
し
、

講
座
の
テ
キ
ス
ト
を
購
入
の
こ
と
。

受
講
料

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス

ト
代
と
し
て

2
、
5
0
0
円
程
度
）

受
付
期
間

平
成
元
年
8
月

1
日

（
火
）

1
9
月
幻
日
（
水
）

申
し
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
は

高
岡
短
期
大
学
開
放
セ
ン
タ
ー
（
合

0
7
6
6
1
お
l
8
4
1
4
）へ
。

「
み
じ
か
な
コ
ン
ビ
ュ

ー

-r:,r求人情緩一覧表Jbご利朗下さい。｛商工綬光課力ウンターに展示）
合くわしいことは、魚津公共職業安定所戦自分君主tr82-0198へお問い合わせください。

衛

｛呂

自
平
成
元
年
度
第
二
次
自
衛
官
募

集
が
行
わ
れ
ま
す
。

募
集
人
員

V
男
子

二
等
陸
士

22 
名

V 募 V
男 集 二 女者平
子 期 等子 成

間 陸陸 2
9 平 9 平 ・ ・年
月成月成 海 海 3 二二
30元 30元 ・ －月等等
日年目年 空 空高空海

9 7 士 士校士士
月月 約卒
1 1 若 100業 1 6 
日 日 干 名 予 名 名
I I 名定

すおの年し｜伝｜ふIoI旧｜愉｜ゼi1. In I 
か返支の し 川£1世 ｜α｜協 ｜開｜にIA. Iリl
らし払 8 i I • ，ー ， E…一一・一一
」：すい月すそ書ま い て 幸

令る額か。のをま分い老 在三
に と を ら 保 際 提 郵 を る 齢 室 町
「 き記翌管に出便受 人 福 亨 福
与に入年証保し局けは祉 信・ま，L
J 引しのは管ての取、年 轟：R~
t＇＿，. きた 7 後 証 ぷ 窓 り 8金 五五ヰ
·~換証月日をだ 口、 月を I.le 合
い え 書ま 、おさへ そ 支受 局去

まをで今渡つ証の払け へ νノ

V
女
子

お
問
い
合
せ

役
場
総
務
課
（
宮
内
線

2
0
6
）

ま
た
は
自
衛
隊
魚
津
募
集
事
務
所

（
E
M
－

－

0
3
6
）

へ。

ふ
る
さ
と
講
演
会

町
で
は
、
「
豊
か
な
人
づ
く
り
」

の
一
環
と
し
て
、
。
ふ
る
さ
と
講
演

会
H

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
犬
家
庄
出
身
で
ア
メ

リ
カ
、
カ
ナ
ダ
な
ど
各
国
で
の
生

活
を
体
験
さ
れ
た
大
久
保
章
氏
を

講
師
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
皆

さ
ん
多
数
の
参
加
を

日
時

8
月
凶
日
（
月
）
午
後
2
時

他
の
健
康
保
険
に
加
入

し
た
と
き
は
す
ぐ
届
出
を

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

た
人
が
、
会
社
の
健
康
保
険
や
日

雇
保
険
等
に
加
入
し
た
と
き
は
、

す
ぐ
に
国
保
の
喪
失
（
や
め
る
）
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
の
際
は
、
国
民
健
康
保

陶
険
証
と
新
し
く
加
入
し
た
健
康
保

リ

険
証
、
印
か
ん
を
持
っ
て
住
民
課

’

窓
口
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

な
お
、
国
保
税
は
国
保
を
や
め

た
前
月
ま
で
の
分
を
月
割
で
計
算

加

し
ま
す
。

－
平
成
元
年
8
月
号

＠



－
く
ら
し
の
情
報
室

＠

会
場

役
場
4
階
大
ホ

l
ル

講
師

大
久
保
章
氏

（本
州
木
材

K
K社
長）

町
の
土
曜
（惣
）閉
庁

毎
月
の
第
2
、第
4
土
曜
日
は
、

役
場
本
庁
、
保
健
セ
ン
タ
ー
が
休

み
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
そ

の
ほ
か
の
機
関
は
、
今
ま
で
ど
お

り
で
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

富
山
県
職
員
採
用

中
級
・
初
級
試
験

受
付
期
間

平
成
元
年
8
月
児
日

（金）
i
9
月
7
日
（
木
）

第
一
次
試
験
日

平
成
元
年
叩
月

日
日
｛
日）

第
一
次
試
験
会
場

県
立
富
山
中

部
高
等
学
校

試
験
区
分

中
級
：
・
一
般
事
務
、

臨
床
検
査
技
師
、
農
業
、
農
業
土

木
、
林
業
、
司
書
初
級
・
・

一
般

事
務
、
学
校
事
務
、
特
祭
事
務
、

な
お
、
受
験
資
格
な
ど
詳
し
い

こ
と
は
、
県
の
人
事
委
員
会
（
岱

0
7
6
4
1
引

1
6
1
6
6
内
線

歯
の
健
康
児

次
の
方
々
が
「歯
の
健
康
児
」
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

－
保
育
所
（
き
く
組
）

境
／
水
島
幸
大

宮
崎
／
竹
林

絵
梨
香

泊
東
部
／
荒
川
充
、
大

村
規
子
、
横
山
彰
吾
、
大
村
紗
百

合
、
荒
川
愛
里

泊
中
部
／
大
西

利
幸
、
門
真

一
郎
、
八
木
真
米
子
、

草
野
大
器
、
古
市
真
也
、
水
島
達

也
、
寺
田
冬
樹
、
野
口
悠
佳
、
松

原
早
紀

泊
南
部
／
横
山
俊
一
、

高
桜
功
樹
、
関
諭

一
、
河
村
泰
敬
、

笹
川
望
、
舟
川
泰
加

桜
町
／
河

村
真
紀
、
下
坂
宝

西
部
／
追
分

兵
樹

南
保
／
回
村
山立

山
崎
／

広
瀬
賞
裕
、
谷
口
紫
、
小
沢
絵
里

香
、
湯
口
み
ゆ
き
、
九
里
香
澄

3
0
8
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
受
験
申
込
書
等
は

役
場
窓
口
に
も
置
い
て
あ
り
ま
す
。

初
心
者
狩
猟
講
習
会

日
程

日
（
日
）

会
場

富
山
県
民
会
館
別
号
室

申
込
み
期
限

8
月
日
日

申
込
み
先

笛
山
市
舟
橋
北
町
1

｜
口

県

富
山
総
合
庁
舎
4
階
富

山
県
猟
友
会
事
務
局

ま
た
、
平
成
元
年
度
の
狩
猟
免

許
試
験
が
、
8
月
幻
自
（水）
、
9

月
6
日
（
水
）
の

2
回
行
わ
れ
ま
す
。

講
切
符
会
及
び
試
験
の
ム
申
し
込
み

な
ど
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、

役
場
農
林
水
産
課
（
宮
内
線
2
1

5
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

8
月
刊
日
（土）
1
8
月
初

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に

黒
部
川
の
情
報
は

建
設
省
へ

初
年
前
の

8
月
、
県
東
部
を
中

心
と
す
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
、

各
地
で
河
川
の
氾
濫
、

土
石
流
災

害
等
が
発
生
し
ま
し
た
。

朝
日
町
で
も
、
死
者
4
人
を
は

じ
め
、
全
半
壊
家
屋
日
戸
、
床
上

床
下
浸
水
1
1
2
4
戸
な
ど
の
被

大
家
庄
／
西
島
亮
、
林
慧
、
前
川

絵
里
奈
、
石
井
浩
子

－
小
学
校
（
6
年
生
）

宮
崎
／
水
島
昭
子

泊
／
松
倉

相
之
、
大
村
久
美
、
松
下
降
、
川

上
智
宏
、
小
竹
由
香
理
、
畑
秋
美
、

折
谷
排
子

五
箇
庄
／
長
谷
川
靖

夫
、
田
中
博
英
、
長
谷
梢

南
保
／

宇
田
浩
賞
、
岩
井
智
和

山
崎
／

初
回
聡
、

小
坂
卓
也
、
七
博
茂
介
、

安
達
忠
行
、
中
野

一
美
、
野
田
睦
、

大
森
千
佳
子

大
家
庄
／
沢
田
聡
、

森
岡
仁

－
朝
日
中
学
校
（
3
年
生
）

草
東
良
平
、
浜
川
和
哉
、

野
田

知
光
、
久
保
国
明
美
、
荒
尾
穂
高
、

氷
見
大
輔
、
杉
本
昭
宏
、
寺
回
徹
、

松
原
雄

一
、
越
坂
政
也
、
谷
口
愛
、

寺
田
千
裕

害があったほか、黒部川にお

いても、愛本慌の流失、堤防

欠壊など多大な被害の爪跡を

残しました。

田丁の工事発注状況 <6月1日～6月30日〉

工 ~~ 名 絵所
完成

百背負金級 2長 者ー 担当主張
予定

!llJ道偽ノ瀬北又線
山崎 7月 3.790,400 tl'谷越設工業株式会社 建設課

県単土地改良必備事業

県.!j！土地改良幣｛郎事業
Z当品 8月 1. 174' 200 交通企画 l側 tき林水産課

高岳地区防護側設箭工事

t'i~ 単林道改良事業
大平 7月 1,421.400 坊位~工業徐式会社 農林水産課

烏中日子山総了.'t手

町道平柳栄町線需!i装」よ事 ギ仰 7月 4. 171‘500 小川主主設工業株式会社 建設課

一

夏
の
青
少
年
を

守
る
運
動
実
施
中

－
運
動
ス
ロ

ー
ガ
ン

「
あ
た
た
か
運
動
」
め
展
開

「あ」

愛
の
ひ
と
声
を
か
け
よ
う

「た」

楽
し
い
家
庭
を
つ
く
ろ
う

「た
」
対
話
を
進
め
よ
う

「か」

環
境
の
浄
化
に
つ
と
め
占
つ

坂
藤
慎
太
郎
、

女
越
間
利
志
雄
、

宇
田
麻
子

山
崎
地
区
女
古
市
進

女
錦
戸
常
年
、
中
島
英
裕
、
中
・
同

弘
文
、
山
本
よ
し
み
、
錦
戸
志
津

子
、
九
里
瑞
恵

大
家
庄
地
区

池
田
陽
子
、
石
井
由
紀
子
、
住
吉

婦

人

（

以

上

総

名

）

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
付
を

あ
り
が
と
う

ご
ざ
り
ま
レ
た
。

V常的の加藤英子さんから寓崎

小学校へ角突流し6個（20

000円相当）

V大家庄小学校育成会さんか

ら大家・庄小学校へ案内黒板1

台、作業用一輪車2台、草刈

機l合（93600円相当）

生活必需品価格
フ月分（毎月10日現在調査）単位：円

ロ広コロ 名
平 均 価 格

7月 前月比 前年同月比

す7 ソ ．／ 
129 。石 （掛金 le) 

＋ 5 

j由 灯 j由

製 （配達18e) 
810 -11 + 39 

日Q日 L p fl ス
2,343 - 2 十 123

( 5 m’） 

日
台所用洗剤

255 。- 21 
（中｜生洗剤 600me)

用
テ4シュペーパー

149 -10 + 10 (400枚紙箱入り ）

1ロ2日
トイレ y トペーパー

311 - 8 - 12 
（故紙ロール4偶組）

食 ノf ／ 

（普通品 6校入り）
175 。十 5 

/J日
て7 tt 、／ 

(450 g I箱）
312 -24 - 15 

才．
し ょう idl

492 + 13 
(1.8 eビン入り）

食
サ ラ ダ油

287 。- 21 
（ポリ答者；十700g入り）

H‘J 口
と うふ

81 。＋ 2 
（もめん 1T) 

牛 手L
224 -10 

( 1 4パック入り）
4 

牛 肉
391 。+ 38 

（中肉もも 100g) 

豚 i勾
179 ＋ 8 生 （中肉もも 100g) 

鵠 ~Ii 
165 - 3 + 28 

鮮 (Mサイズ10個）

玉 ね ぎ
209 -21 +.46 

（普通品 1kg) 
食 ばれ L、し よ

（普通品 lkg) 
218 -40 - 50 

l日Ill ~ ヤ "' 
、、I

（普通品 1kg) 
169 -13 7 

人 参
405 。+ 38 

（普通品 lkg) 

らしの情報室く

こ
の
よ
う
に
黒
部
川
周
辺
に
大

き
な
被
害
を
与
、
え
た
昭
和
叫
年
8

月
災
害
を
契
機
に
、
集
部
川
を
管

理
す
る
建
設
省
で
は
、
1
0
0
年
に

1
回
は
発
生
す
る
で
あ
ろ
う
洪
水
に

対
し
、
安
全
な
堤
防
の
整
備
や
宇

奈
月
ダ
ム
の
建
設
を
現
在
進
め
て

い
ま
す
。

い
つ
来
る
か
も
し
れ
な
い
災
害

に
対
し
、
日
ご
ろ
か
ら
、

一
人
一

人
が
防
災
意
識
を
持
つ
よ
う
心
が

け
た
い
も
の
で
す
。

黒
部
川
に
附
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
建
設
省
黒
部
工
事
事
務
所
（
宮

臼
1
1

1
2

2
）
ま
た
は
建
設
省

黒
部
川
出
張
所

（
包
位
。
0
4
7

1
）
へ

。

d
wm日愛

献

血

の

協
力
者
名
（
6
月
実
地
分
、
＊
印
は

峨
川
、
そ
の
他
は
加
減
献
山
者
）

宮
崎
地
区
女
嘉
義
陽
子

泊
地
区

＊
阿
部
行
夫
、
－R
戸
川
達
留
、

－R

村
沢
治
、
女
北
山
充
、

－R
横
田
浩

仁
、
女
大
西
猪
三
雄
、

－R
属
波
正

志
、
島
田
誠
二
、
大
村
誠
、
岡
島

澄
、
間
部
由
美
、
一千
坂
長
博
、
山

口
俊
明、

青
木
功
、
田
中
修
、
平

田
友
成
、
芦
崎
光
雄
、
長
崎
勇
一一
、

版
光
浩
、
入
膳
哲
也
、
深
松
加
奈

恵
、
川
合
俊
雄
、
岡
本
昭
二
、
魚

住
智
子
、
米
国
正
克
、
下
津
和
美

五
箇
庄
地
区
安
永
井
靖
裕
、

－R
佐

波
俊
成
、
佐
渡

一
之、

吉
江
徹
、

西
村
美
刷
、
広
田
元
子
、
鍛
治
孝

ザ
、
大
久
保
繰
雄

南
保
地
区
女

本
箱

ー
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
｜

新

し

い

本

（
一
般
書
）

ア
ル
ジ
ャ
ー
ノ
ン
に
花
束
を

タ
ニ
エ
ル
・
キ
イ
ス

お
か
あ
さ
ん
し
っ
か
り

－m
H
1
丸

木
内
科
子

あ
川

よ

L
hん・
5

ぉ

身
が
わ
り

有
古
玉
背

明
る
く
生
き
な
き
ゃ
い
似
よ

高
品
ハ
富
士
子

そ
の
気
に
な
れ
ば
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ

山
山
総
功

前
田
常
作

、
心
の
デ
ッ
サ
ン

（
小
説
）

夜

の

長

い

叫

び

森

揺

子

う
つ
つ
を
抜
か
し
て
旧
辺
聖
子

東
京
駅
で
消
え
た
い
反
樹
静
子

れ
－
q
さ
か
よ
－
a！

十

字

路

に

立

つ

女

逢

坂

剛

生

死

長

夜

瀬

戸

内
寂
聴

た
て
ま
勺
・
4

ヘ

悔
の
か
な
た
の
氷
遠
立
松
和
平

写
楽
ま
ぼ
ろ
し

杉

本

章

子

J輔噛調曹補圃臨

2吉晴・肱＂＂＂

北
の
海
明
け

佐
江
衆
一

本

の

紹

介

ー
夏
休
み
は
と
し
よ
か
ん
へ
｜

と
し
よ
か
ん
に
は
、
読
書
感
想

文
の
課
題
図
書
や
自
由
研
究
の
本

な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

r醐，．脆＝

U値観甑定こ

8
月
お
日
附

午
後
1
時
初
分
1

会
場

福
祉
セ
ン
タ
ー
茶
道
室

テ
キ
ス
ト

「
悔
の
か
な
た
の
ん
ま
遠
く
」

米
谷
ふ
み
子

日
目寺

。
え
る
ふ
の
会

8
月
初
日
附

午
後
1
時
初
分
1

会
場

図
書
館
児
童
室

－
ご
寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

紙
芝
居
「
ア
イ
ヌ
と
く
ま
」

桑
士
寸
即
懇
き
ん

・
平
成
元
年
8
月
号

＠

日
時
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ま
ち
の
う
ご
き
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あなたの周 りの広報係では，News&Topics 

よ

し

に

な

た

よ

l
山
崎
小
プ

i
ル
聞
き

一
番
の
り

l

と
、
十
分
に
準
備
体
操
を
し
て
か

ら
プ
ー
ル
に
入
り
ま
し
た
。

最
初
の
う
ち
は
水
め
冷
た
さ
に

「
キ
ャ

ー
キ
ヤ
｜
」
言
っ
て
い
た

子
供
た
ち
も
、
し
ば
ら
く
す
る
と

す
っ
か
り
水
と
仲
よ
し
に
。
プ
ー

ル
狭
し
と
、
初
泳
ぎ
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

水

と

仲

6
月
初
日
、
町
内
の
各
小
学
校

に
先
が
け
て
山
崎
小
学
校
で
プ
ー

ル
聞
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
気
温
初
度
と
は
い

え
、
水
掃
が
目
度
あ
り
、
ま
ず
ま

ず
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
全
校
生

徒
1
3
6
人
は
、
プ
ー
ル
で
泳
ぐ

際
の
注
意
を
先
生
か
ら
聞
い
た
あ

楽

し
ー
泊
高
生
有
磯
苑
を
訪
問
｜

6
月
初
日
、
泊
高
校
家
庭
ク
ラ

ブ
の

3
年
生
必
人
が
有
磯
苑
を
訪

れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
同
苑
の
誕
生
会
の
日
。

ホ

l
ル
に
集
ま
っ
た
お
年
寄
り
に

歌
や
踊
り
、
エ
プ
ロ
ン
を
使
っ
た

人
形
劇
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た

藷
臨
d
d
A

’閉
臨

大

自

然

へ

前

人

｜
｜
朝

日

岳
山
開

き

登

山
会
｜
｜

町
の
象
徴
、
朝
日
岳
（
標
高
2
、

4
1
8
U
）
の
山
開
き
登
山
会
い
か

μ
日
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
の
登

山
者
邸
入
が
参
加
し
ま
し
た
。

午
前
8
時
、
小
川
温
泉
元
湯
で

の
入
山
式
の
あ
と
、
北
又
川
の
つ

つ

朝

日

の

V「水、；令だあい？J と先生
り
備
で
テ

l
プ
カ
ッ
ト
と
登
山
記

念
に
イ
ワ
ナ
の
稚
魚

3
0
0
0
匹

を
放
流
。

こ
の
あ
と
、
標
高
2
2
0
0
μ

の
朝
日
小
屋
を
目
指
し
、
新
縁
に

包
ま
れ
た
登
山
道
を
登
り
ま
し
た
。

う
れ
し

一同
一此と

、
つ

一
%

…比企

ラ
フ
ル
な
セ
ー
ル
の
乱
舞
に
見
と

れ
て
い
ま
し
た
。

畳
に
は
全
員
が
浜
茶
屋
の
外
で

畳
食
を
。

レ
ー
ス
談
議
に
花
を
咲

か
せ
な
が
ら
、
名
物
「
タ
ラ
汁
」

L
た
hvづ
A

に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。

ミ
は
膨
大
な
量
に
。
「
こ
れ
だ
け
拾

っ
て
も
、
ま
だ
汚
れ
る
の
は
、
や

っ
ぱ
り
捨
て
る
人
の
方
が
も
っ
と

多
い
か
ら
か
ね

ェ
」
と
、
妙
な
感

心
を
す
る
声
も
聞
か
れ
る
ほ
ど
。

ま
た
、
こ
の
日
は

「
町
民
総
ぐ

る
み
清
掃
デ
｜
」
と
し
て
、
各
町

内
会
や

P
T
A
な
ど
の
皆
さ
ん

約

2
0
0
0
人
も
問
内
の
側
溝

の
清
掃
や
空
き
缶
拾
い
、
除
草
な

ど
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
花
壇
を
拝
見

｜
学
校
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル
！

？
月
げ
日
、
朝
日
町
の
学
校
花

盛

コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
花
と

緑
の
銀
行
の

「
頭
取
」
と
「
グ
リ

ー
ン
キ

i
パ
｜
」
の
皆
き
ん
が
、

各
学
校
を
巡
回
し
、
花
慣
の
厨
粕

や
配
置
、
花
の
配
色
、
植
え
込
み

状
況
な
ど
を
審
査
し
ま
し
た
。

マ
鵡
門
司
正
勝
験

ヲ
一
年

F

幽
震

社
会
に
奉
仕
四
半
世
紀

ー
小
塚
さ
ん
厚
生
大
臣
表
彰
｜

7
月

3
日
、
高
山
市
公
会
堂
で

開
催
さ
れ
た
第

5
回
富
山
県
民
生

委
員
・児
童
委
員
大
会
の
席
上
で
、

笹
川
の
小
塚
秀
排
出
さ
ん
が
、
厚
生

大
臣
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。
昭
和
幻
年
に
民
生
委
員

・
児

童
委
員
と
な
っ
て
以
来
、

四
半
世

紀
に
わ
た
り
地
域
福
祉
の
向
上
に

尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
た

も
の
で
す
。

海
を
走
る
風
に
な
っ
た

l
宮
崎
で
ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
「
タ
ラ
汁
カ
ッ
プ
」
｜

7
月
日
目
、
「’
mタ
ラ
汁
カ
y
プ
」

当
日
は
、
女
性
4
人
を
含
む
サ

ウ
イ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会
が
宮

l
フ
ァ

l
n人
が
参
加
。
県
内
は

崎
で
行
わ
れ
、
色
鮮
や
か
な
セ
ー
も
と
よ
り
、
遠
く
は
和
歌
山
や
神

ル
が
初
夏
の
海
上
を
彩
り
ま
し
た
。

奈
川
、
長
野
な
ど
か
ら
も
愛
好
家

こ
の

「
タ
ラ
汁
カ

ヅ
プ
」
は
、

が

駆

け

つ

け

ま

し
た
。

町
の
サ
｜
フ
ァ

l
グ
ル
ー
プ

「
ジ

競

技

は

、

海

上

に

浮

か

べ

ら

れ

ヤ
バ
ン

・
シ
｜
」
が
主
催

し

た

も

た

3
倒
の
ブ
イ
を
結
ぶ
三
角
形
の

の
で
、
昨
年
に
続
き
今
回
が

2
回

コ

ー
ス
を
2
周
す
る
タ
イ
ム
レ
｜

固
め
大
会
。

ス
で
争
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
ま
ず

F
J
2
1遁
骨
i
の
コ
ン
－
プ
ィ
シ
ョ
ン

本
ヤ』

『

司

岨

の

・
中
、
巧
み
に
セ
｜

J
設

xg
h
t

ル
を
操
り
、
波
静
か

裂

な

海

面

を

借

る

よ

う

に
進
む
サ
ー
ブ
ァ
ー

の
姿
に
、
浜
辺
に
い

た
人
た
ち
も
暑
さ
を

忘
れ
う
っ
と
り
。
カ

A喜びの小塚さん

炉
優
勝
者
r~ 
フ
オ

ム
ガ
違
い

~ iい、

...今年の花湿の出来映えは？

.，こやかに
水島武弘二女未来 境

加藤邦H育長女莱 摘富 自奇

金井彩長女優－＂－本 釘J

筒井謙治 二女茨里奈荒川一丁目

.ijZ柳尚二男 1変始荒JI（四丁目

大~：康治 二女 t.i 香下道下

長法修 二女 H住 上道下

真岩敏治 二男大地桜 町

南茂誠二女美盟絞 問ー

吉国尚史 二女充捌l 桜 町

中山徹也 長男大鮒竹の内

山本晃 ニ~ 11~、大辻岩崎

｛ま波秀二長女~耳n・ 金 山

堀川義明長女友香梨藤 塚

三人目の誕生
おめでとうございます二

大村浩長男 fi. 央西三浦町

おしおお世に
主主

小坂はな子 岐阜県

続向町

組松一美 滑川市

（平崎真一 空会 町

加藤奈保子 本 町

（金山法一 荒川一丁目

北線晶子 黒部市

荒川二丁目

川瀬美千代 荒川二丁目

（問中官11 桜 町

沌林千代子 黒 音［）市

羽 入

寺関 係子 東 主主野

読書i 畠

谷口晶子 平柳 ニ 区

ごめいみ〈奮
大平せよ 境 (91) 

河村善寺知 境 (73) 

口岩消 市湾 崎 (40) 

竹内版作笹 JI I (84) 

池田義 l車問三浦町I (59) 

氷見俊治本 町 (73) 

r奏会 た か 上 町 (83) 

水野 l法チ削 町 (67) 

水島党一束ぷ 野 (77) 

青木弘 、市松涛 悶7 (81) 

水下 と みゑ 栄 町 (66) 

江端き よ殿 町 (77) 

谷 孝 作 j土岩崎 (73) 

山岡 し な総 塚 (72) 

稲垣行雄樹 * (79) 

－
平
成
元
年
8
月
号

＠



第
五
話

「
え
い
ご
の
川
の
狐
」

む
か
し
ゃ
、

ニ
ッ
村
に
す
か
店
ゃ
な
か

っ
た

沿
い
’
V
A

も
ん
で
、
殿
村
の
人
た
ち
ゃ
買
物
に
行
く
と
き

ゃ
、
え
い
ご
の
川
を
渡
っ
て
行
っ
と
っ
た
も
ん
じ

ゃ
と
い
。

そ
の
え
い
ご
の
川
の
ふ
ち
に
狐
が
住
ん
ど
っ

て
、
村
へ
来
ち
ゃ
に
わ
と
り
踏
ん
だ
り
、
人
を

だ
ま

L
た
り
、悪
い
こ
と
ば
っ
か
り
す
る
が
で
、

村
の
も
ん
な
、
み
ん
な
困
っ
と
っ
た
と
い
。

あ
る
と
き
、
殿
村
の
源
作
じ
い
さ
が
、
魚
買

い
に
ニ
ッ
村
へ
行
こ
う
と
思
う
て
、
え
い
ご
の

川
の

一
本
橋
へ
来
た
ら
、
橋
の
ま
ん
中
に
狐
ゃ
一

匹
寝
と
っ
た
が
や
と
い
。

「
ガ
キ
ャ
、
こ
い
と

こ
で
昼
寝
し
と
る
わ
い
。
ひ
と
つ
お
ど
か
し
て

や
れ
」
と
、
源
作
じ
い
さ
が
一
本
橋
を
足
で
グ

と
火
が
燃
え
と
っ
た
が
や
と
。

「
ほ
う
、

う
ど
い
か
っ
た
わ
い
。
寒
い
か
ら
あ
た
っ
て
い

こ
か
」
と
、
火
の
そ
ば
へ
行
っ
た
が
や
と
い
。

そ
ん
じ
ゃ
れ
ど
、
さ
っ
ぱ
り
あ
っ
た
ま
ら
ん
が

で
、
も
う
ち
ょ

っ
こ
し
そ
ば
へ
寄
ろ
う
と
火
の

方
へ
寄
っ

て
行
っ

た
ら
、
火
な
橋
の
上
へ
行
っ

た
が
や
と
い
。

「
お
か
す
い
な
」
と
、
ま
た
火

”
V
県
立
盲
学
校
へ
の
取
材
の
帰
り
、

の
方
へ
寄
ろ
う
と
し
た
は
ず
み
に
、
足
ゃ
橋
か

闇

「
日
本
に
来
て
初
め
て
、
明
覚
障

）

圃

』

’

n可
V

ら
は
ず
れ
て
、

「
ド
ボ
ン
」
と
川
ん
中
へ
落
っ

酌
害
者
も
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
で
き
る

山

一

っ
た
と
い
。
そ
れ
を
見
て
火
の
中
か
ら
姿
を
現

…
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
日
本
は
恵

叫
似

し
た
狐
も
、
「
ハ
ハ
ハ
」
と
笑
う
た
ひ
ょ
う
し

一
ま
れ
た
国
で
す
ね
」
と
い
う
浜
川

…
引

に

「ド
ボ
ン
」
と
川
に
落
ち
て
す
も
た
と
い
。

同
さ
ん
の
一言
葉
を
思
い
出
し
ま
し
た
。
一
数

源
作
じ
い
さ
は
、
「
ガ
キ
ャ
ゃ
っ
た
な
あ
」
と
思

蜘
一
言
葉
も
文
化
も
異
な
る
国
へ
。

日
暗

い
な
が
ら
も
、
な
ん
と
か
土
手
の
上
に
は
い
上

閉
そ
れ
も
視
覚
障
害
と
い
う
ハ
ン
デ

細
川

が
っ
て
後
を
見
る
と
、
狐
ゃ
－「
助
け
て

i
、ア

ッ

円
を
背
負
っ
て
来
日
し
た
浜
川
さ
ん

恥
お

プ
、
ア

ッ
プ
」
と
お
ぼ
れ
か
か

っ
と
る
が
や
と
。
同
に
は
、
日
本
は
や
は
り
盟
か
で
恵

品
引

源
作
じ
い
さ
は
、
あ
さ
れ
た
け
れ
ど
、
か
わ
い

一
ま
れ
た
固
に
思
え
た
の
で
し
ょ
っ
。
一
日

そ
う
に
な
っ
て
、
狐
を
引
っ
ぱ
り
上
げ
て
助
け

吋

何
気
な
く
思
っ
て
い
た
日
本
の

糊
l

て
や
っ
た
が
や
と
。

同
豊
か
さ
と
平
和
。
改
め
て
そ
れ
を

開
計

助
け
て
も
ら
っ
た
狐
は
、
そ
れ
か
ら
悪
い
こ

聞
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
一
日
で
し
た
。
⑪

M
D

と
せ
ん
が
に
な
っ
て
、
村
の
人
た
ち
ゃ
安
心
し

閣
V
7
月
口
目
、

3
年
ほ
ど
前
か
ら

哨
ト

聞

HV
7
r

て
川
を
渡
り
、
ニ

ッ
村
へ
買
物
に
行
か
れ
る
が

明
広
報
紙
の
交
換
を
し
て
い
る
山
形

質
的

に
な
っ
た
が
や
と
い
。

同
県
朝
日
町
の
広
報
委
員
会
一
行

H

9

主
主
主

i
i
i
2
5
5
2
3
4
3
3主
主
主
宰

2
F主
主
主
主
主
が

四
人
が
当
町
を
訪
れ
、
畳
夜
に
わ
た

3

明
り
情
報
交
換
を
し
ま
し
た
。
山

形

加

喝
の
朝
日
町
は
、
人
口
な
ど
町
の
規
片

山
棋
は
当
問
よ
り
小
さ
い
の
で
す
が
、

m

m

そ
れ
だ
け
に
町
民
が
一
丸
と
な
っ

げ

問
て
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
お

いしト

阻
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
学
ぶ
事
の
多

川

叩
い
2
日
間
で
し
た
。
も
っ
と
交
流

の

の
輪
が
広
が
れ
ば
、
き
っ
と
我
が

河

ラ
グ
ラ
と
揺
さ
ぶ
っ
た
ら
、
狐
ゃ
び
っ
く
り
し

て
、
「
ド
ッ
ボ
ー
ン
」
と
川
ん
中
へ
落
ち
て
す

も
う
た
と
い
。
そ
れ
を
見
て
、
源
作
じ
い
さ
は

「
ハ
ハ
ハ
ハ
」
と
大
声
で
お
っ
て
、
ニ
ッ
村
へ

買
物
に
行
っ
た
が
や
と
。

絵と文・・・「維の木グループ」の紙芝居から

V源作じいさは一本僑を足でクラゲラと・－－
，..、

夕
方
、
源
作
じ
い
さ
が
魚
を
買
う
て
、
え
い

ご
の
川
の
ふ
ち
ま
で
来
た
ら
、
急
に
寒
う
な
っ

て
き
た
が
や
と
。

「き
ゃ
あ
、
ど
う
す
た
が
や

ろ
の
ん
、
暗
な
っ
て
き
た
し
、
実
、
な
っ
て
き
た

ぞ
」
と
思
う
て
前
を
見
た
ら
、
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ

。昔ロさんご一家

今月のモデル協力者

①忠勝さん（44歳 ・以下敬称

略），②昌子 （11歳入③愛車コ

ロナ，④あ：手 （16歳），⑤長議

(15歳），⑥和子 （44歳），⑦は

な（76歳）

ふ
り
ょ

今月の撮影場所

今回は，昭和58年に靖工 し

この3月に完成した，竹ノ内

～越地内のスーパー農道（広

域営農団地農道）です。

この区間の完成により，町

内計画延長の約70%,5 ,004m 

が出来あがったことに。今年

度には，小川にかかる橋の完

成が予定されています。

。留学生③クリスチーナ ・メ

リックさん (16歳）をホー

ムステイに迎えた記念に。
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